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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 10,906 △15.7 771 28.0 793 25.7 528 54.2
21年3月期第2四半期 12,938 ― 602 ― 631 ― 342 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 17.43 ―

21年3月期第2四半期 11.18 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 24,441 18,327 75.0 604.41
21年3月期 24,247 17,749 73.2 585.35

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  18,327百万円 21年3月期  17,749百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
22年3月期 ― 5.00

22年3月期 
（予想）

― 5.00 10.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,770 △9.5 1,330 86.2 1,370 81.7 900 154.5 29.68
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記予想に関する事項は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想
に関する定性的情報をご覧下さい。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 30,743,604株 21年3月期  30,743,604株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  421,008株 21年3月期  420,928株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 30,322,596株 21年3月期第2四半期 30,659,285株
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 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出や生産の持ち直し等一部に景気底打ちの兆しがあるもの

の、個人消費や設備投資の低迷、雇用情勢の一段の悪化等、依然として厳しい状況が続きました。 

 当社グループの主要販売先である製紙業界、印刷インキ業界及び事務機器業界におきましては、世界的に景気が低

迷する中、一部にコスト削減等による利益面での改善がみられましたが、売上面では前年同期を大きく下回る業績と

なりました。 

 このような環境のもと、当社グループは、高品質化・生産性の向上や環境保護・省資源等、需要業界の経営戦略に

対応した差別化商品を市場に投入いたしましたが、販売先業界の需要減少の影響を受け、売上高は10,906百万円（前

年同期比15.7％減）となりました。 

 利益面では、生産性向上・合理化を含めグループを挙げてのコストダウンに努めたことにより営業利益は771百万

円（前年同期比28.0％増）、経常利益は793百万円（前年同期比25.7％増）となりました。四半期純利益は528百万円

（前年同期比54.2％増）となりました。 

  

（事業のセグメント別の業績） 

・製紙用薬品事業 

 製紙業界におきましては、当第２四半期連結累計期間の紙・板紙の国内生産は1,332万トンと対前年同期比

15％の減少となりました。国内市場の低迷が続く中、当社グループは、中国市場への拡販を中心に売上増加に努

めましたが、需要減少の影響を受け、当事業の売上高は、8,097百万円（前年同期比13.7％減）となりました。 

 利益面では、生産性向上・合理化を含めグループを挙げてのコストダウンにより、営業利益は829百万円（前

年同期比55.1％増）となりました。 

・印刷インキ用・記録材料用樹脂事業 

 印刷インキ業界におきましては、当第２四半期連結累計期間の印刷インキの国内生産は19万3千トンと対前年

同期比11％の減少となりました。当社グループにおいては、水性インキ用樹脂の売上高は微減に止まりました

が、オフセットインキ用樹脂の売上高が大幅に減少しました。また、事務機器業界における世界的な需要減少の

影響を受け、当社グループの記録材料用樹脂の売上高が大幅に減少しました。その結果、当事業の売上高は、

2,809百万円（前年同期比21.1％減）となりました。 

 利益面では、売上高の減少等により、58百万円の営業損失（前年同期は67百万円の営業利益）となりました。

  

  

  

（資産、負債及び純資産の状況） 

当第２四半期連結会計期間末における当社グループの財政状態は以下の通りとなりました。 

（流動資産） 

 受取手形及び売掛金の増加等により流動資産は12,431百万円（前連結会計年度末比415百万円増）となりまし

た。 

（固定資産） 

 減価償却の進捗による有形固定資産の減少等により固定資産は12,010百万円（前連結会計年度末比220百万円

減）となりました。 

（流動負債） 

 短期借入金の減少及びその他流動負債の減少等により流動負債は5,489百万円（前連結会計年度末比359百万円

減）となりました。 

（固定負債） 

 退職給付引当金の減少等により固定負債は624百万円（前連結会計年度末比23百万円減）となりました。  

（純資産） 

 四半期純利益の計上、剰余金の配当、株価上昇に伴うその他有価証券評価差額金の増加、人民元に対する円安

の進行に伴う為替換算調整勘定の増加等により純資産は18,327百万円（前連結会計年度末比577百万円増）とな

りました。その結果、当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は75.0％となりました。また、有利子

負債残高1,050百万円を自己資本で除した倍率（Ｄ／Ｅレシオ）は0.06倍となりました。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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（キャッシュ・フローの状況）  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は560百万円とな

り、前第２四半期連結会計期間末と比べ38百万円減少いたしました。当第２四半期連結累計期間における各キャッ

シュ・フローの状況とそれらの主な増減要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは1,613百万円の資金の獲得となり、前年同期と比べて獲得額が1,144百万

円増加いたしました。これは主として、たな卸資産の増減額が77百万円の増加から539百万円の減少に転じたこ

と及び仕入債務の増減額が385百万円の減少から176百万円の増加に転じたことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは1,101百万円の資金の支出となり、前年同期と比べ支出額が666百万円増

加いたしました。これは主として、短期貸付金の純増減額が450百万円増加したこと及び有形固定資産の取得に

よる支出が217百万円増加したことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは前年同期74百万円の資金の獲得から501百万円の支出に転じました。こ

れは主として、短期借入金の純増減額が330百万円の増加から350百万円の減少に転じたことによるものでありま

す。 

  

 第２四半期連結累計期間の業績に加え、第３四半期連結会計期間以降における販売対象業界の需要見込みの見直し

後の販売計画、最新の原料価格見込み、及び引き続き実施するコスト削減対策に基づき、通期連結業績予想を修正い

たします。 

 詳細につきましては、本日（平成21年11月６日）開示の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

  

（注）上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

  

該当事項はありません。  

  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末

において算定した貸倒実績率等を使用して算定しております。 

②固定資産の減価償却の方法 

 定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。 

  

 該当事項はありません。 

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 560,186 544,379

受取手形及び売掛金 7,632,071 7,138,881

商品及び製品 1,634,320 1,983,622

仕掛品 231,366 312,270

原材料及び貯蔵品 681,446 779,516

その他 1,695,539 1,260,573

貸倒引当金 △3,467 △3,109

流動資産合計 12,431,462 12,016,134

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,420,485 3,412,511

機械装置及び運搬具（純額） 2,458,460 2,664,385

土地 3,994,714 3,994,714

その他（純額） 865,597 954,933

有形固定資産合計 10,739,257 11,026,544

無形固定資産   

のれん 30,000 60,000

その他 61,318 53,197

無形固定資産合計 91,318 113,197

投資その他の資産   

その他 1,337,967 1,246,102

貸倒引当金 △158,239 △154,703

投資その他の資産合計 1,179,728 1,091,399

固定資産合計 12,010,304 12,231,141

資産合計 24,441,766 24,247,276
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,998,226 2,817,882

短期借入金 1,050,000 1,400,000

未払法人税等 235,680 57,889

引当金 125,107 104,231

その他 1,080,657 1,468,983

流動負債合計 5,489,672 5,848,987

固定負債   

退職給付引当金 479,392 505,692

役員退職慰労引当金 143,139 143,139

その他 2,381 －

固定負債合計 624,913 648,832

負債合計 6,114,585 6,497,819

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,000,000 2,000,000

資本剰余金 1,566,178 1,566,178

利益剰余金 14,737,023 14,360,218

自己株式 △104,295 △104,277

株主資本合計 18,198,907 17,822,120

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 120,009 17,694

繰延ヘッジ損益 △2,442 －

為替換算調整勘定 10,707 △90,358

評価・換算差額等合計 128,274 △72,664

純資産合計 18,327,181 17,749,456

負債純資産合計 24,441,766 24,247,276
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 12,938,934 10,906,903

売上原価 10,349,900 8,287,909

売上総利益 2,589,034 2,618,994

販売費及び一般管理費 1,986,169 1,847,344

営業利益 602,864 771,649

営業外収益   

受取利息 2,197 5,042

受取配当金 9,585 8,600

仕入割引 12,412 7,798

業務受託料 9,614 －

その他 8,633 22,515

営業外収益合計 42,444 43,957

営業外費用   

支払利息 4,819 5,872

売上割引 6,015 5,582

為替差損 － 9,496

その他 3,220 1,347

営業外費用合計 14,054 22,298

経常利益 631,253 793,309

特別利益   

固定資産売却益 － 34

特別利益合計 － 34

特別損失   

貸倒引当金繰入額 － 3,240

固定資産売却損 － 38

固定資産除却損 12,131 1,737

委託生産終了負担金 52,000 －

瑕疵担保責任履行による損害賠償金 5,333 －

その他 6,200 －

特別損失合計 75,664 5,016

税金等調整前四半期純利益 555,589 788,328

法人税、住民税及び事業税 192,457 225,422

法人税等調整額 20,485 34,488

法人税等合計 212,942 259,910

四半期純利益 342,646 528,417
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 555,589 788,328

減価償却費 611,384 565,529

退職給付引当金の増減額（△は減少） △84,912 △26,300

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,743 －

その他の引当金の増減額（△は減少） 26,765 24,552

未払賞与の増減額（△は減少） △6,798 △6,539

未払役員賞与の増減額（△は減少） △57,500 △48,500

受取利息及び受取配当金 △11,783 △13,643

支払利息 4,819 5,872

固定資産除却損 12,131 1,737

会員権評価損 6,200 －

売上債権の増減額（△は増加） △215,830 △464,849

たな卸資産の増減額（△は増加） △77,651 539,039

仕入債務の増減額（△は減少） △385,021 176,748

未収入金の増減額（△は増加） 178,798 17,166

その他 20,753 96,847

小計 580,686 1,655,987

利息及び配当金の受取額 11,783 12,968

利息の支払額 △4,741 △5,872

法人税等の支払額 △118,996 △49,652

営業活動によるキャッシュ・フロー 468,733 1,613,430

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △412,720 △630,170

投資有価証券の取得による支出 △1,588 △1,583

無形固定資産の取得による支出 △24,111 △15,960

短期貸付金の純増減額（△は増加） － △450,000

その他 3,121 △3,674

投資活動によるキャッシュ・フロー △435,299 △1,101,388

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 330,000 △350,000

長期借入金の返済による支出 △77,000 －

自己株式の取得による支出 △25,464 －

配当金の支払額 △153,163 △151,496

その他 － △358

財務活動によるキャッシュ・フロー 74,372 △501,854

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,451 5,619

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 106,354 15,806

現金及び現金同等物の期首残高 492,473 544,379

現金及び現金同等物の四半期末残高 598,827 560,186
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 該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

  

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

 本国の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 本国の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。   

  

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

 該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
製紙用薬品事
業（千円） 

印刷インキ
用・記録材料
用樹脂事業 

（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高及び営業損益           

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  9,378,297  3,560,637  12,938,934 －   12,938,934

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  112,632  112,632  △112,632  －

計  9,378,297  3,673,269  13,051,566  △112,632  12,938,934

営業利益  534,904  67,959  602,864  －  602,864

  
製紙用薬品事
業（千円） 

印刷インキ
用・記録材料
用樹脂事業 

（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高及び営業損益           

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  8,097,882  2,809,021  10,906,903 －   10,906,903

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 845  82,325  83,171  △83,171  －

計  8,098,728  2,891,347  10,990,075  △83,171  10,906,903

営業利益又は営業損失（△）  829,744  △58,095  771,649  －  771,649

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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